
- 1 -

物  質  名 2,2-ジクロロ-1,1,1-トリフルオロエタン ＤＢ－19 
別  名 HCFC-123 構 造 式 

 

CAS番号 306-83-2 
PRTR番号 第 1種 124 

化審法番号 2-97 

分子式 C2HCl2F3 分子量 152.93 
沸点 27.82℃ 1) 融点 －107℃ 1)  
蒸気圧 7.18×102 mmHg（25℃、実測値）2) 換算係数 1 ppm = 6.25 mg /m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 2.17（推定値）3) 水溶性 2.1×103 mg /L (25℃、実測値)4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 吸入 LCL0 451,500 mg/m3 (1hr) 5)  
 マウス 吸入 LC50 74,000 ppm (462,500 mg/m3) (1hr) 5)  
 ラット 吸入 LC50 225,700 mg/m3 (4hr) 5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、1,900、6,300、31,000 mg/m3を 28日間（6時間/日、5日/週）吸入させた結果、6,300 
mg/m3以上の群で可逆的な覚醒状態の低下がみられたが、1,900 mg/m3以上の群で大脳、小脳

皮質、脊髄、神経節、脊髄神経運動根の神経線維、末梢神経等で組織の変性はなかった  6) 。

この結果から、NOAELを 1,900 mg/m3（ばく露状況で補正：340 mg/m3）とする。 
・ラットに 0、1,900、6,300、31,000 mg/m3を 90日間（6時間/日、5日/週）吸入させた結果、1,900 

mg/m3 の群の雌雄で血清中のトリグリセリド、グルコースの著明な減少、肝臓のβ酸化活性

の上昇、6,300 mg/m3以上の群の雌雄でで聴覚刺激に対する反応の低下、肝臓相対重量の減少、

雄で GOT、GPT、乳酸脱水素酵素の濃度に依存した増加、雌で血中尿素窒素の濃度に依存し
た増加及びコレステロールの濃度に依存した低下がみられた 7, 8) 。この結果から、LOAELを
1,900 mg/m3（ばく露状況で補正：340 mg/m3）とする。 

・ラットに 0、1,900、6,300、31,000 mg/m3を 2年間（6時間/日、5日/週）吸入させた結果、1,900 
mg/m3以上の群の雌雄で血清トリグリセリド、グルコースの濃度に依存した低下、6,300 mg/m3

群の雌及び 31,000 mg/m3群の雌雄で体重増加の抑制、6,300 mg/m3以上の群の雌雄で肝細胞の

変性、膵腺房細胞過形成、雄で精巣の間質細胞過形成、31,000 mg/m3群の雌雄で軽度の可逆

性の中枢神経系の抑制、肝臓相対重量の増加がみられた 9) 。この結果から、LOAELを 1,900 
mg/m3（ばく露状況で補正：340 mg/m3）とする。 

・雄モルモットに 0、190、630、1,900 mg/m3を 4週間（6時間/日、5日/週）吸入させた結果、
630 mg/m3以上の群で肝細胞の脂肪変性がみられ、1,900 mg/m3群で体重増加の有意な抑制を

認めた。肝臓重量、血清肝機能指標の変化、肝ペルオキシシーム酵素の誘導はみられなかっ

た 10) 。この結果から、NOAELを 190 mg/m3（ばく露状況で補正：34 mg/m3）とする。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、190、630、1,900、6,300 mg/m3を F0世代には 6 週齢から交尾～哺育期間を含む
23～39 週間、F1世代には 4 週齢から出生仔（F2世代）の離乳までの約 28 週間吸入（6 時間/
日）させた 2世代試験の結果、F0、F1世代の 1,900 mg/m3以上の群の雄で血漿黄体形成ホルモ

ン値の一過性の上昇、F1世代の 6,300 mg/m3群の雌で着床数の減少（17％低下）、仔では F1
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世代の 630 mg/m3以上の群及び F2世代の 190 mg/m3以上の群で出生仔の低体重（F1世代で 10
％、F2世代で 20％の低下）がみられた。また、親ラットでは、F0世代の 190 mg/m3以上の群

及び F1世代の 630 mg/m3以上の群で肝臓重量の濃度に依存した増加、F0世代の 630 mg/m3以

上及び F1世代の 1,900 mg/m3以上で体重増加の抑制、F1世代の 1900 mg/m3以上の群で小葉中

心部肝細胞腫脹の発生率、肝細胞空胞化の発生率及び重症度の濃度に依存して増加がみられ

た 11, 12) 。この結果から、親及び仔の LOAELを 190 mg/m3（ばく露状況で補正：48 mg/m3）

とする。 
・ラットに 33,000 mg/m3を 14日間（6時間/日）吸入させた結果、雄で肝臓重量の減少、雌で鎮
静化、体重増加の抑制、腎臓、卵巣、下垂体重量の減少がみられた。また、雄ではモノヨー

ドチロシン刺激後のプロラクチン反応、ブセレリン（合成性腺刺激ホルモン放出ホルモン）

刺激後のテストステロン反応、精巣性テストステロン量の約 50％の低下がみられ、雌ではブ
セレリン刺激後の性腺刺激ホルモン反応の増強、下垂体性の卵胞刺激ホルモン、プロラクチ

ンの約 50％の低下がみられた 14, 15)。 
・哺育中の母ザル及びその新生仔に 0、6,300 mg/m3を 22～22日間（6時間/日）吸入させた結果、

6,300 mg/m3群で母ザルの体重、血清中のトリグリセリド、コレステロール、グルコース値、

乳汁の成分に影響はなかったが、試験終了時の肝臓の生検で、肝臓の痕跡程度～中等度の亜

慢性炎症、小葉中心部の軽度～中等度の肝細胞空胞化、痕跡程度～中等度の肝細胞壊死がみ

られた。仔では 6,300 mg/m3群で成長の遅れがみられた 16) 。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・眼を刺激し、眼に入ると発赤、痛み、経口摂取や吸入ではめまい、錯乱、嗜眠、意識喪失を

生じる。中枢神経系、心血管系に影響を与え、昏迷、心臓障害を生じることがある。長期ま

たは反復ばく露で、肝臓に影響を与えることがある 17) 。 
・ガントリークレーンの運転台の空調機の冷媒（本物質 57％、1-クロロ-1,2,2,2-テトラフルオロ
エタン 40％、プロパン 3％の混合物）が管から漏れ、1～4ヵ月の間にクレーン運転手 9人に
肝臓障害が生じた。初発例の運転手は急性肝炎の症状で入院し、GOT、GPT、ALP、γ-GTP、
総・抱合型ビリルビンの上昇、プロトロンビン活性の低下、肝臓の生検で限局性の肝細胞壊

死、胆管閉塞がみられ、トリフルオロアセチル化したタンパク質付加体が検出された。他の

8人でも様々な程度の肝臓の異常がみられ、検査した 6人のうち 5人の血清で CYP2E1や p58
の肝臓酵素に対する自己抗体が検出された 18)。なお、ばく露濃度は報告されていない。 

・本物質を冷媒とした冷却装置試作の過程で、本物質の使用量の増量後、約 1 ヵ月で、労働者
2 人が体調不良を訴え、重度の肝臓障害（黄疸の症状あり）と診断された。作業記録と本物
質の使用量の最も多かった時期の作業環境の再現から労働者のばく露濃度（6時間荷重平均）
を推定した結果、24～1,125 ppm（幾何平均で 25 ppm）のばく露を受けたと推定される 5人で
肝機能障害の発生率と障害の程度が明らかに高く、ばく露に関連した消化器官や中枢神経系

等の症状も多かった。また、3/5人で GOT、GPTが 500 IU/Lを超え、重度の肝臓障害とされ
た。ばく露濃度が 4～41 ppm（幾何平均 20 ppm）であったと推定される 9人では、肝機能検
査の数値がほぼ正常範囲内であり、ばく露に関連した症状（中枢神経系の症状、眼や喉の刺

激、頭痛など）の有訴率も低かった 19,20) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
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 ACGIH －  
 日本産業衛生学会 21) 10 ppm（62 mg/m3）  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口ばく露について、暫定無毒性量等は設定できなかった。 
吸入ばく露については、モルモットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 190 mg/m3（肝

細胞の脂肪変性）を採用し、ばく露状況で補正して 34 mg/m3とし、試験期間が短いことから 10
で除した 3.4 mg/m3を暫定無毒性量等に設定する。 
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